
第４期富山県医療費適正化計画について 

 

１ 計画策定の趣旨 

富山県では「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、県民の健康の保持や医療

の効率的な提供を図ることを目的とした「医療費適正化計画」を策定しており、このた

び第４期の計画（令和６年度～11年度）を策定するもの。 

 

２ 国の動き 

 「全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正

する法律」（令和５年５月成立）により、計画に記載すべき事項を充実させるとともに、保

険者協議会が必置化され、計画の策定・評価に関与する仕組みが導入されることとなった。 

 

３ 主な記載事項 

（１）県が取り組むべき目標（太枠部の追加） 

国の基本的方針（R5.7.20 厚労省告示） 県の適正化計画の目標（案） 

県
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① 特定健康診査の実施率に関する数値目標 70％以上（国の方針に基づく） 

② 特定保健指導の実施率に関する数値目標 45％以上（国の方針に基づく） 

③ メタボリックシンドロームの減少率に関

する数値目標 

25％以上（国の方針に基づく） 

④ たばこ対策に関する目標 「県が取り組む施策」の中で取組みの

方向性（目標）について記載（国の方針

に基づく） 
⑤ 予防接種に関する目標 

⑥ 生活習慣病等の重症化予防 

⑦ 高齢者の心身機能の低下等に起因した疾

病予防・介護予防 
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⑧ 後発医薬品及びバイオ後続品の使用割合

に関する数値目標 

【後発】新たな政府目標（R5 年度見直

し）を踏まえ、R6 年度に設定（国の方

針に基づく） 

【バイオ】80％置き換わった成分数が

全体の 60％以上（国の方針に基づく） 

⑨ 医薬品の適正使用の推進 「県が取り組む施策」の記載の中で取

組みの方向性（目標）について記載（国

の方針に基づく） 
⑩ 医療資源の効果的・効率的な活用 

⑪ 医療・介護の連携を通じた効果的・効率

的なサービス提供の推進 

 

（２）医療費の見込みに関する事項（下線部の追加） 

入院医療費 病床機能の分化及び連携の推進の成果を踏まえて算出 

入院外医療

費 

後発医薬品・バイオ後続品の普及、特定健康診査・特定保健指導の実施率達

成、外来医療費の 1 人当たり医療費の地域差縮減を目指す取組み（糖尿病の

重症化予防の取組み、重複投薬、多剤投与の適正化）、医療資源の効果的・効

率的な活用の推進による見込まれる医療費を算出 

※医療費の見込みの精緻化を図るため、医療費見込みを制度区分別・年度別に算出し、それを基に、国

保・後期の「１人あたり保険料の機械的な試算」を算出 
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